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はじめに
近年，文化遺産や自然環境に対する関心の高
まりを背景として持続可能なツーリズム形態を
模索する動きがみられるなか，ツーリズムにお
けるインタープリテーションの役割が注目され
ている。本稿では，ツーリズムにおけるイン
タープリテーションの役割について考察するた
め，まず，インタープリテーションの理念と実
践について述べる。そして，ヘリテージ産業と
の関わりにおいて変化したイギリスのヘリテー
ジ・インタープリテーションの役割をみてい
く。最後に，インタープリテーションをツーリ
ズムの重要な構成要素の一つと捉える立場か
ら，観光対象（アトラクション）とツーリスト
を結ぶコミュニケーション手段としてのイン
タープリテーションの役割について考察する。
Ⅰ インタープリテーションの理念
と実践
アメリカの国立公園においてその基礎が築か
れたといわれるインタープリテーション（解説）
は1），1957年，チルデン（F. Tilden）によって
著されたInterpreting Our Heritageの出版によ
って，その概念が広く知られるようになった。
この著書には，ビジターの好奇心や興味を喚
起するために，さまざまな媒体を利用してヘリ
テージ・サイトを呈示することがインタープリ
テーションの目的であることが書かれている。
チルデンによって示されたインタープリテーシ
ョンの概念は，ヘリテージの呈示について語る
ための重要な概念となっている。
チルデンは，インタープリテーションを「情
報を伝えるだけに留まらず，ビジターの直接体
験やさまざまな媒体によって，対象が持つ意味
やその背景を示すことを目的とした教育活動で
ある」（Tilden 1977 p.８）と定義している。彼
は，インタープリテーションの核となるのは教
育であることを強調する一方で，それはインフ
ォーマルな形で行われるべきであると考えてい
た。「休暇を楽しむ人は説教はされたくないもの
である」（p. 111）という表現からは，インター
プリテーションはそれを受ける人が自ら望んで
受けるものである，とチルデンは考えていたこ
とがわかる。
インタープリテーションの目的を教育活動で
あると述べるチルデンであるが，彼はインター
プリテーションを教育を超えたものとして捉え
ていた。彼は，インタープリテーションの中心
となる二つの概念をつぎのように示している
（p.８）。一つは，インタープリター自身が心得
ておかなければならないこととして示された
「インタープリテーションは，対象に対する一
般的な説明ではあらわれてこない事象を明らか
にすること」である。そして，もう一つは，イ
ンタープリターがビジターと接する際，気をつ
けなければならない心得として示された「イン
タープリテーションはビジターが示す好奇心を
見逃さずに捕らえることによって，ビジターの
人間性を高めるために活かされなければならな
い」である。
チルデンは良いインタープリテーションを行
うための六つの原則を示している。そのなかで，
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１番目と２番目，そして４番目として示されて
いるつぎの三つの原則は，インタープリテーシ
ョンについて語るときにチルデンが強調してい
る点として取り上げられることが多い。まず１
番目として挙げられているのは，「インタープ
リテーションは，目の前に存在している，ある
いは説明している対象とビジター各自のパーソ
ナリティや経験とが何らかの関わりを持つよう
に行われなければならない」である。２番目は，
「情報を与えるだけではインタープリテーショ
ンとはならない。インタープリテーションは情
報に基づくものであるが，両者は全く異なって
いる」である。そして，三つ目が，原則４番目
の「インタープリテーションは啓発することを
目的とするのであって，指示することではない」
である。
チルデンは，インタープリテーションは第二
の目的を持つことを認識していた。それは，対
象となる資源の保護に対してインタープリテー
ションが行う貢献である。彼は自分が国立公園
の管理マニュアルのなかで見つけたというつぎ
のような表現によって，その考えを示している。
「インタープリテーションによる対象に対する
理解，理解による対象に対する重要性の認識，
そして，認識による対象の保護」（p. 38）。チル
デンは，この心理学的な表現によって，インター
プリテーションはビジターの態度の変化を促す
こと，そして，それが結果的に対象に対する理
解と保護につながることによって，教育という
目的を超えることを示した。
チルデンによるインタープリテーションの定
義をさらに広げ，インタープリテーションを
「保護に関わるメッセージを伝えることを目的
として，場所の意義をビジターに説明すること」
（Aldridge 1989 p. 64）と定義するアルドリッジ
は，サイト・インタープリテーションをその核
として捉える。そして，インタープリテーショ
ンは，人々や事象をそれがあるべき環境という
コンテクストに置くこと，つまり，すでにその
ルーツを失ってしまった対象の意義を再び示す
ことによってその起源や由来を回復することで
ある，と述べる。このように，チルデンと同様，
アルドリッジは，インタープリテーションは対
象に対するビジターの意識や理解を高めるとと
もに，ビジターの行動や態度の変化を促すもの
であることを示している2）。
インタープリテーションは，教育という役割
以外に，ビジター・マネジメントとしての役割
をもつ。たとえば，世界観光機関（WTO）は，
国立公園においてインタープリテーション・プ
ログラムが無いのは，客を自宅へ招き入れなが
ら客を置いたまま自分はどこかへ消えてしまう
のと同じだ，という表現によってインタープリ
テーションの役割を示し，インタープリテーシ
ョンは保護区域に対する理解や支持をビジター
に求めるためのマネジメント手段であり，ビジ
ターがその場所を訪れてよかったと思うように
させる役割をもつと述べている（World Tourism
Organization & United Nations Environment
Programme 1992 p. 36）。
ビジター・マネジメントとしてのインタープ
リテーションの役割は，インタープリテーショ
ン・プログラムという形においてその実践が各
施設や機関において示されている。たとえば，
「国際文化観光憲章」においては，自然および
文化的ヘリテージの保全のためには，インター
プリテーション・プログラムが必要であること
が謳われている3）。また，インタープリテーショ
ンの手引き書には，インタープリテーション・
プログラムの有無やその質によってビジターの
体験や経験の質が左右されるという表現がみら
れるなど，インタープリテーションはビジター
の体験や経験に関わる重要な役割を担っている
ことが強調されている4）。
イギリスでは，60年代からおもに国立公園を
中心として自然保護のメッセージをビジターに
伝えるためにインタープリテーションが行われ
るようになったが，それは自然保護運動の枠組
みのなかで行われていたため，教育というより
もビジター・マネジメントのための手段として
捉えられていた。インタープリテーションを手
段としたビジター・マネジメントには「ソフト」
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と「ハード」の二種類があるという（Light
1991）。まず，ソフト・ビジター・マネジメン
トの目的は，インタープリテーションを通じて，
田園が直面している問題についてビジターに関
心を持ってもらうことによって，彼らの保護意
識を高め，マネジメントに対する協力を得るこ
とを目的としている。一方，ハード・ビジター・
マネジメントは，インタープリテーションのた
めの施設を作ることによって，自然保護が必要
な地域のエコシステムに与えるビジターの影響
を減らすことを目的としている。
このように，イギリスにおけるインタープリ
テーションは，ビジターに対する啓発や対象が
持つ意味を明らかにするという教育的な面より
も，保護に関わるメッセージを伝えるというビ
ジター・マネジメントの面が強調されてきた
が，その役割は大きく変化していく。
Ⅱ イギリスにおけるヘリテージ・
インタープリテーション
イギリスにおけるインタープリテーション
は，田園という自然環境を対象とする第一段階
と都市などの人工的環境を対象とする第二段階
に分類される（Light 1991 p. 4）。田園において
行われていたインタープリテーションが，広い
範囲のサイトを対象としたものへと変化してい
った第二段階には，つぎのような過程がみられ
る。まず，ヘリテージ・サイトにおけるイン
タープリテーションは保護についてのメッセー
ジを伝える手段として始められた。ところが，
産業博物館などのような近代的なサイトには，
多数のビジターを受け入れることができる施設
が多く，さらに，その展示物も保護という点で
は急を要するものはあまり無いことから，ビジ
ター・マネジメントのためのインタープリテー
ションの役割は小さくなっていった。その結果，
80年代に到来したヘリテージ・ブームととも
に，インタープリテーションにはチルデンによ
って提唱された教育的要素が復活したが，一方
で，自然環境や人工的環境におけるビジターの
楽しみに貢献するという役割が加わった。それ
は，ビジターはサイトにおいて楽しい経験を
することによって，サイトの保護に関するメッ
セージを快く受け入れるようになるからであ
り，さらに，再び訪れるビジターの数を増やす
ことにつながるからである。
ヘリテージ産業の登場とヘリテージ・イン
タープリテーションがパラレルな関係にあるこ
とを指摘するプレンティスとライトは，イギリ
スのインタープリテーションの実践に大きな変
化が起こったその要因として，ヘリテージの意
味や意義を説明するための教育活動を目的とし
たサービスの一つとして，それまでおもに行政
やボランティアによって行われていたインター
プリテーションが，徐々に民間のセクターに
よって行われるようになったことを指摘する
（Prentice and Light 1994 pp. 204205）。そして，
ヘリテージ産業によって取り入れられようにな
ったインタープリテーションが，つぎのような
六つの明確な役割を持つようになったことを
示す。
① ＜インフォーマルな教育＞
インタープリテーションは，ヘリテージとい
う観光対象（アトラクション）を訪れることに
よってインフォーマルな教育を求めるビジター
に対応する役割を持つ。
② ＜エンターテイメント＞
当初，インタープリテーションはエンターテ
イメント的な要素を持たなかった。ところが，競
争が激しいヘリテージ産業において，ビジター
の満足度を保証するために，民間セクターによ
ってインタープリテーションのエンターテイメ
ント的要素が強調されるようになった。さらに，
テクノロジーが駆使され，オーセンティクな歴
史的「経験」が創造される傾向がみられる。
③ ＜プロダクトの開発＞
エンターテイメント的価値が重要視される
ようになったインタープリテーションは，ヘリ
テージという観光対象（アトラクション）に対
するビジターの理解を手助けする役割より，サ
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イトを訪れたあるいはこれから訪れようとする
人々に対して観光対象（アトラクション）をさ
らにアピールする役割を持つようになった。こ
のことから，インタープリテーションは製品開
発の一手段となることによって，観光における
「付加価値を持つプロダクト」として捉えられ
るようになった。
④ ＜プロモーション用＞
インタープリテーションのための媒体が，サ
イトのプロモーション用に使用されているアト
ラクションがみられる。
⑤ ＜経済活性化への貢献＞
80年代，地域の経済的発展に対するヘリテー
ジ・ツーリズムの貢献が強調されるなかで，イ
ンタープリテーションはビジターに対してサイ
トの重要性を伝えると同時に，地域における将
来計画を住民に伝え，彼らの積極的な関わりを
促す役割を持つようになった。
⑥ ＜プロパガンダとPR＞
インタープリテーションは，PR用手段とし
てだけではなく，プロパガンダとして使用され
ることがある。
ここで示されているのは，ヘリテージ産業の
発展と結びついたインタープリテーションがビ
ジターの満足度を高めるため，プロダクト開発
のための媒体として重要な役割を獲得したこと
である。インタープリテーションは地域活性化
のためのツールとしての役割を獲得したが，そ
の背景には，地域住民のヘリテージに対する意
識を高めることによって，その保護に積極的に
関わらせようとする意図がみられる。このよう
に，田園という自然環境を対象としたビジター・
マネジメント，そして都市などの人工的環境を
対象として行われていた教育的役割に対して，
プロパガンダやPR用媒体としての役割が加わ
ったことによって，インタープリテーションは
その重要性をさらに高めるようになった。
イギリスにおけるインタープリテーションの
新たな役割について述べるプレンティスとラ
イトは，インタープリテーションに対する評価
の重要性についても言及し，ヘリテージ・イン
タープリテーションに対する評価がインタープ
リテーションを絶えず変化させるダイナミック
な特性を持つことを示す（Prentice and Light
1994 p. 206）。さらに，彼らは，インタープリ
テーションに対する評価が投資効果につながる
ことによって，インタープリテーションがビジ
ターの楽しみや満足という面において果たす役
割が強調される傾向にあることを指摘している。
ヘリテージ産業との関わりにおいて変化した
ヘリテージ・インタープリテーションの役割
は，ツーリズムとインタープリテーションの密
接な関係を示すものである。インタープリテー
ションは，「ツーリズム，レジャー，さらには
PR産業によって利用されている（なかにはハ
イジャックされたと言う者もいる）」（Uzzell
1989 p.３）という表現や，イギリスにおけるイ
ンタープリテーションは，戦後急速に広がった
レジャー，ツーリズムおよび旅行というコンテ
クストにおいて捉えられるべきである（Light
1995 p. 121），という指摘は，インタープリテー
ションが観光対象（アトラクション）の構築と
の関わりにおいて考察される必要があることを
示している。
Ⅲ アトラクションとサイト・イン
タープリテーション
チルデンによって示されたインタープリテー
ションの理念は，その実践において教育やビジ
ター・マネジメントの手段として，さらに，イギ
リスでは，ヘリテージ産業の発展とともにツー
リズム・プロダクトの構築に関わるストラティ
ジーとして新たな役割を担うようになった。
インタープリテーションは，ヘリテージ・ツー
リズムやエコツーリズムと呼ばれるツーリズム
形態の重要な構成要素である5）。ヘリテージと
しての自然や文化は，人々のまなざしを受ける
対象という点において同じ過程をたどる。それ
は，両者とも，マークされ，あるいは助成を受
ける対象となり（同時の場合もある），解説さ
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れることによって人々に呈示されるからである
（Olwig 1989 p. 133）。
インタープリテーションは，注目されなくな
った観光対象（アトラクション）を活性化させ，
付加価値を与える役割を担う。場所のユニーク
性やその意義を広めることはツーリズムにおい
て広くみられる特性である。インタープリテー
ションはツーリズムにおけるマーケテングのた
めの有効な手段として，「特別な場所」におけ
る「ビジターの経験」を創造するための重要な
要素となる。
チルデンはインタープリテーションについて
述べる際，「直接体験」や「ビジターの経験」
という表現を使用している（Tilden 1977 pp. ８
９）。「経験」はインタープリテーションにつ
いて語るときのキーワードである。たとえば，
インタープリテーションの手引き書にはつぎの
ような表現がみられる。「知識が豊富で熱意を
持ったナチュラリストによって案内されるツ
アーは，ビジターにとって忘れがたい経験とな
る。そのため，ツアーが生涯の思い出となるこ
とを考えた場合，ツアー料金はわずかに感じら
れるであろう（Ham 1992 p. 186）。このような
表現には，インタープリテーションがビジター
の経験や楽しみをマネジメントするための一つ
の要素となっているだけでなく，ツーリズム・
プロダクトそのものとして捉えられていること
が示されている。
インタープリテーションについては，「誰の
インタープリテーションか」（Uzzell 1988 p. 261）
という問いかけにみられるように，ステレオタ
イプ化された捉え方をビジターに強要する危
険性が指摘されている（Light 1991 p. 10）。そ
れは「ある人にとってのインタープリテーショ
ンは，他の人にとってはプロパガンダにもなり
うる」（Aldridge 1989 p. 65）からである。政治
的・経済的・社会的背景からインタープリテー
ションを捉えるヘリテージ・マネジメント側や
市場における価値を高め，マーケティング戦略
としてインタープリテーションを捉えるツーリ
ズム・オペレーター側など，ヘリテージの呈示
に対しては，さまざまな立場がみられる。
ツーリズムというコンテクストにおいて，イ
ンタープリテーションは，ビジター（ツーリス
ト）と観光対象（アトラクション）を結ぶコミ
ュニケーション手段である。チルデンによるイ
ンタープリテーションの概念には，対象に対す
るビジターの好奇心を喚起することの重要性
が示されていた。彼が示した「啓発（provoca-
tion）」や「開示（revelation）」という表現は，
インタープリテーションに関する論考において
しばしば引用され，その概念の重要性が強調さ
れている。たとえば，「啓発」に関しては，ビ
ジターの感情や想像力に訴えるインタープリ
テーションの役割の重要性が強調され（Craig
1989, Uzzell 1989）6），インタープリテーション
はビジター（ツーリスト）自らが豊かな想像力
をもつことによって，個人の経験を豊かにする
ための有効な手段となるべきであることが示さ
れている。一方，「開示」に関しては，インター
プリテーションに対する逆説として，インター
プリテーションをするな，という表現によって
示される（Uzzell 1989 p.９）。それは，インター
プリテーションの手法がうまくなればなるほ
ど，受け手は受動的になることによって，対象
に対する好奇心を失うからである。ここで強調
されているのは，一つのサイトについてのイン
タープリテーションをするだけでは不十分であ
るという考えかたである。それは，ビジターが
一つのサイトで学んだことを基に，他のサイト
に対して自らインタープリテーションを行うこ
とができるようにすること，つまり，インター
プリテーションの受け手であるビジター自身が
インタープリターとなるようにすることを示
す。ビジター自身をインタープリターにするこ
とはアクティブなツーリストの創造である。
ツーリストが訪れた場所を特別の場所である
と感じるように行うことが重要とされるサイ
ト・インタープリテーションは，ツーリズムと
いう「場」の構築に関わる。ツーリストを魅了
して引きつける（アトラクトする）アトラクシ
ョンとツーリストを結ぶサイト・インタープリ
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テーションは，レジャー活動を行うツーリスト
の行動に影響を与える一方で，インタープリテー
ションに対するツーリストの評価はインタープ
リテーションの役割そのものを絶えず変化させ
るダイナミックな特性を持つ。
おわりに
近年，ツーリズムにおいて注目されるイン
タープリテーションは，チルデンによって示さ
れた概念を基として，自然環境や文化遺産の保
護を目的とした実践がさまざまな施設や機関に
よって行われている。イギリスのヘリテージ・
インタープリテーションにおける役割変化の過
程には，ヘリテージ産業とインタープリテーシ
ョンの密接な関係がみられ，インタープリテー
ションの商品化傾向が示されていた。エンター
テイメント的要素を持つインタープリテーショ
ンは，ツーリストの楽しみや満足と大きく関わ
ることから，ツーリストの経験の創造，さらに
はリピータ創造のツールとなる。
インタープリテーションに対する論考には，
チルデンによって示された概念を基として，ビ
ジターの感情や想像力に対して働きかけるイン
タープリテーションの役割が強調されている。
インタープリテーションがアクティブなツーリ
スト創造のための装置という役割を果たすと
き，自然や文化という観光対象（アトラクショ
ン）を呈示する側とツーリストの間には相互作
用的なダイナミズムが生まれる。
注
１）今日のインタープリテーションの道筋をつけたの
は，アメリカのロッキー山脈においてネーチャー
ガイドとして活躍していたミルズ（E. A. Mills）
であったといわれているが（『インタープリテーシ
ョン入門―自然解説技術ハンドブック』16ペー
ジ），インタープリテーションのアイデアは最初に
スイスで考え出され実行されたものであるという
（『日米インタープリテーション研修会2000報告
書　エコツーリズムとインタープリテーション』
24ページ）。
２）インタープリテーションに対する定義は他にも
みられる（McArthur & Hall 1996 p. 90）。さら
に，インタープリテーション・オーストラリア協
会（Interpretation Australia Association）によ
る定義（McArthur & Hall 1996 p. 90）やイギリ
スのヘリテージ・インタープリテーション協会
（Association for Heritage Interpretation）による
定義（Black 2001 p. 124）がみられる。
３）International Cultural Tourism Charter: Man-
aging Tourism at Places of Heritage Significance.
http://www.icomos.org/tourism/charter.html
2001,12,18。
４）たとえば，「インタープリテーションに対するプ
ランニングを行うことは，ビジター経験のプラン
ニングを行うことを意味する」や「インタープリ
テーションについて考えることは，ビジターの経
験について考えることと同じである」という表現
がみられる（The Division of Interpretive Plan-
ning, Herpers Ferry Center 1998 Planning for
Interpretation and Visitor Experience. p.２より。
http://www.nps.gov/hfc/pdf/ip-ve.pdf 2000,4,20）。
５）イギリスにおけるヘリテージ産業とインタープリ
テーションの密接な関係は，たとえば1990年代の
オーストラリアやニュージーランドにおけるエコ
ツーリズム市場とインタープリテーションの関係
としても捉えることができる。
６）たとえば，人間の感情に訴える「ホット・インター
プリテーション」（Uzzell 1989 p. 46）という表現
がみられる。
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